
























































































































































▲安永９年版ヤ 6-40-1~6 ▲天明６年再版 93-77-1~6
（ 1780 ） （ 1786 ）
10
『尤之双紙』寛永十一年（1634）版と慶安二年（1649）版の比較
も つ と も の そ う し
（ともに国文学研究資料館蔵）
問題点：刊記は甲の方が先行するのに、乙にしか匡郭（枠）がないのはなぜか？
甲
乙
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